
労
働
基
準
監
督
署
が
こ
れ
ま
で
一
律
で

行
っ
て
き
た
「
４
５
時
間
以
内
」
の
指
導

方
針
を
、
９
月
か
ら
見
直
し
ま
す
。

「
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
」
と
い
う
見
出

し
だ
け
が
独
り
歩
き
す
る
と
、
現
場
で
は

「
残
業
を
増
や
し
て
よ
い
の
か
」
「
こ
れ

ま
で
の
３
６
協
定
運
用
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
疑
問
や
不
安
が
生

じ
や
す
い
テ
ー
マ
で
す
。

し
か
し
実
際
に
は
、
法
律
上
の
残
業
時

間
の
上
限
そ
の
も
の
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

変
わ
る
の
は
労
基
署
の
「
指
導
の
や
り
方
」

に
限
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
労
基
署
は
、
労
使
合
意
に

よ
っ
て
特
別
条
項
付
き
３
６
協
定
を
結
び
、

法
律
上
は
月
１
０
０
時
間
未
満
ま
で
残
業

が
可
能
な
企
業
に
対
し
て
も
、
実
務
上
は

「
月
４
５
時
間
以
内
に
収
め
る
よ
う
に
」

と
一
律
に
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
過
重
労

働
と
健
康
障
害
の
関
連
性
が
強
い
と
さ
れ

る
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
要
項
な

ど
に
こ
の
一
律
の
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い

た
た
め
で
す
。
こ
れ
が
２
０
２
６
年
９
月

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

・
「
４
５
時
間
以
内
」
一
律
の
抑
制
指
導

は
取
り
や
め

・
代
わ
り
に
、
企
業
が
３
６
協
定
で
定
め

た
健
康
確
保
処
置
を
実
際
に
実
施
し
て
い

る
か
を
重
点
的
に
確
認

・
違
法
な
長
時
間
労
働
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
、
引
き
続
き
厳
し
く
対
応

・
３
６
協
定
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
企
業

が
相
談
で
き
る
窓
口
を
全
国
に
新
設

つ
ま
り
、
「
４
５
時
間
を
超
え
た
ら
即

座
に
是
正
勧
告
」
と
い
う
画
一
的
な
運
用

か
ら
、
健
康
確
保
の
実
態
を
見
た
上
で
柔

軟
に
判
断
す
る
運
用
へ
の
シ
フ
ト
で
す
。

法
律
上
の
上
限
そ
の
も
の
は
一
切
変
わ
ら

な
い
た
め
、
「
残
業
時
が
緩
和
さ
れ
た
」

と
い
う
よ
り
「
指
導
の
運
用
ル
ー
ル
が
変

わ
っ
た
」
と
と
ら
え
る
の
が
正
解
で
す
。

政
府
は
本
年
７
月
に
閣
議
決
定
し
た
成

長
戦
略
な
ど
で
「
労
働
時
間
や
健
康
確
保

措
置
に
関
す
る
労
使
の
合
意
に
の
っ
と
っ

た
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
速
や
か
に
見
直

す
」
と
の
方
針
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

政
府
は
２
５
日
、
外
国
人
の
在
留
手

続
き
手
数
料
を
１
０
月
１
日
か
ら
大
幅
に

引
き
上
げ
る
政
令
を
閣
議
決
定
し
た
。

技
能
実
習
生
・
特
定
技
能
外
国
人

【

現

行

】
１
年
／

５
５
０
０
円

【
引
き
上
げ
後
】
１
年
／
２
７
０
０
０
円

１
年
超
３
年
未
満
／
４
２
０
０
０
円

弊
組
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
次
許
可
を
取
得
し
て

い
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
価
格
の
手
数
料
と
な
り
ま
す
。

茨
城
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
２
４

日
、
２
０
２
６
年
度
の
茨
城
県
の
最
低
賃

金
を
１
時
間
当
た
り
６
２
円
引
き
上
げ
、

１
１
３
６
円
と
す
る
よ
う
茨
城
労
働
局
に

答
申
し
た
。
引
き
上
げ
幅
は
５
・
７
７
％

で
引
き
上
げ
額
と
と
も
に
昨
年
に
続
き
過

去
２
番
目
の
大
き
さ
。
現
在
の
最
低
賃
金

は
１
０
７
４
円
。
１
０
月
１
８
日
か
ら
適

用
さ
れ
る
見
込
み
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
来
月
１
０
日
か
ら

日
本
や
韓
国
・
海
外
に
不
法
滞
在
し
て
い

る
者
へ
の
罰
則
を
強
化
し
ま
す
。

３
週
間
後
に
控
え
る
規
制
強
化
（
新
政

令
）
を
前
に
、
日
本
の
入
管
に
も
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
規
制
強
化
前
に
帰
国
し
よ

う
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
が
日
本
の
入
管
窓

口
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

入
管
庁
に
よ
る
と
、
「
現
時
点
で
は
詳

細
な
数
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
場
感
と

し
て
出
頭
し
て
く
る
ベ
ト
ナ
ム
人
不
法
滞

在
者
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
」
不
法
滞
在

者
は
、
窓
口
に
出
頭
し
て
「
出
国
命
令
」

を
受
け
れ
ば
、
収
容
さ
れ
る
こ
と
な
く
強

制
退
去
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
在
日
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
る
法
人
の
代
表
に
よ
る
と
、
出
頭

す
る
理
由
は
他
に
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
罰
則
の
強
化
に
加
え
、
円
安
や
外
国
人

に
対
す
る
政
策
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
で

生
活
が
苦
し
く
な
り
、
出
頭
し
て
帰
国
し

よ
う
と
す
る
人
が
増
え
た
よ
う
で
す
」

【
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
新
政
令
】

「
労
働
者
が
自
ら
の
意
思
で
海
外
に
不

法
在
留
し
た
場
合
、
８
０
０
０
万
～
１
億

ド
ン
（
日
本
円
で
約
４
８
万
円
～
６
０
万

円
）
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
」

ベ
ト
ナ
ム
の
平
均
年
収
は
、
約
４
０
万

円
。
新
し
い
法
令
で
は
、
日
本
・
韓
国
な

ど
で
不
法
滞
在
す
る
自
国
民
が
来
月
以
降

に
帰
国
し
た
場
合
、
年
収
を
超
え
る
額
の

罰
金
を
科
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
違
法
に
労

働
者
を
海
外
に
送
り
込
む
悪
質
な
ブ
ロ
ー

カ
ー
に
対
し
て
も
、
日
本
円
で
最
大
１
２

０
万
円
の
罰
金
を
科
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

正
規
の
ビ
ザ
で
働
い
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

人
も
「
『
ベ
ト
ナ
ム
人
は
全
員
悪
い
』
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
、
不
法
滞
在
者
が

い
る
と
困
り
ま
す
。
法
律
が
変
わ
っ
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
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「
残
業
は
月
４
５
時
間
ま
で
」見
直
し
へ

海
外
不
法
滞
在
の
罰
則
強
化

在
留
手
数
料
大
幅
引
き
上
げ

茨
城
県
１
１
３
６
円


